
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     エコアクション 21 

   環境活動レポート 

 
          2021年 4月 1日～2022年 3月 31日 

           2022年 6 月 25日作成 



1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目  次 

Ⅰ．環境方針     頁:  1 

Ⅱ．事業活動の概要    頁: 2～5 

Ⅲ．環境管理体制    頁:  6 

Ⅳ．環境活動計画と取組み   頁: 7～11 

Ⅴ．環境関連法規への違反･訴訟等の有無  頁: 12 

Ⅵ．代表者による評価    頁: 13 

Ⅶ．2020年度の取組に対する 2021年度の課題 頁: 13 

環境理念と環境方針 

環境理念 
私たち株式会社信州ウェイストは自社の存在が地域環境の保全または改善

に大きく影響する事業だということをしっかりと認識し、今後の地域環境を

現在よりさらに良くし、次世代にこの地球環境をしっかりと引き継ぎます。 

 

環境方針 
 

1. 自社で行う事業を通じて３Ｒを推進し、資源の有効活用を行います。 

2. 事業活動において省エネ機材の積極活用を行うことや自然エネルギー由来の

エネルギーを多用することでＣＯ2 の排出抑制を行います。 

3. 環境保全活動への取組みや環境教育を積極的に行い、従業員一同の環境意識

の向上を図ります。 

4. 環境活動レポートの公開や自社の工場見学を積極的に受入れることなどを通

じて地域の方たちと共に環境活動をしていきます。 

5. 本方針を履行するため、環境マネジメントプログラムに沿って環境活動を行

い、従業員に周知徹底します。 

6. 弊社の事業環境を取り巻く関係法令を熟知し、従業員一同これを遵守し、事業

活動を行います。 

 

令和元年 ５月 １９日 

株式会社 信州ウェイスト 

     代表取締役 小林 源吾 
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許可内容 許可番号 許可年月日 有効年月日 

産業廃棄物収集運搬 2013007051 令和2年12月10日 令和7年12月9日 

一般廃棄物収集運搬(伊那市) 第 2001037 号 令和4年4月13日 令和6年4月12日 

一般廃棄物収集運搬(箕輪町) 3 住環第 371 号 令和4年3月27日 令和6年3月26日 

一般廃棄物収集運搬(駒ケ根市) 生環～8-84 令和4年3月25日 令和6年3月24日 

一般廃棄物収集運搬(中川村) 2020 中建環第 213 号 令和3年4月1日 令和5年3月31日 

一般廃棄物収集運搬(宮田村) 宮住第 125 号 令和4年6月1日 令和6年5月31日 

一般廃棄物収集運搬(南箕輪村) 3 住第 50-103 号 令和4年4月1日 令和6年3月31日 

一般廃棄物収集運搬(辰野町) 3 辰第 231-23 令和4年4月1日 令和6年3月31日 

一般廃棄物収集運搬(飯島町) 3 住税第 2-396 号 5 令和3年4月01日 令和5年3月31日 

一般廃棄物収集運搬(諏訪市) (3)環 収運 第 1 号 令和3年04月01日 令和5年03月31日 

一般廃棄物収集運搬(下諏訪町) 2 住環第 306 号 令和3年04月01日 令和5年03月31日 

一般廃棄物収集運搬(岡谷市) 岡谷市指令第 141 号 令和3年04月01日 令和5年03月31日 

産業廃棄物処分業 2023007051 令和2年12月10日 令和7年12月9日 

一般廃棄物処分業(箕輪町) 2 住環第 251 号 令和2年11月18日 令和4年11月17日 

一般廃棄物処分業(伊那市) 第 2001045 号 令和3年3月11日 令和5年3月10日 

特別管理産業廃棄物収集運搬 2053007051 平成30年10月08日 平成35年10月7日 

特別管理産業廃棄物収集運搬（神奈川県） 01450007051 平成31年09月17日 平成36年9月16日 

産業廃棄物収集運搬(埼玉県) 1101007051 令和3年02月26日 令和8年1月11日 

産業廃棄物収集運搬(千葉県) 第 01200007051 号 令和2年4月01日 令和7年3月31日 

産業廃棄物収集運搬(神奈川県) 01400007051 平成30年11月8日 平成35年11月7日 

産業廃棄物収集運搬（愛知県） 02300007051 平成30年6月5日 平成35年6月4日 

 

 

 

 

 

 

事業活動の概要 

事業所名 株式会社 信州ウェイスト 

代表者  小林 源吾 

所在地  ①本  社：伊那市西春近 5806 番地 

  ②箕輪工場：上伊那郡箕輪町中箕輪 14017-41番地 

連絡先  環境最高責任者 代表取締役社長 小林源吾 

  環境管理責任者 環境管理責任者 春日祐樹 

  TEL：0265-73-9533 FAX：0265-73-9577 

  E-mail：yuki-kasuga@shinshu-wasteco.com 

 

事業内容 産業廃棄物・一般廃棄物の収集運搬及び処分業（中間処理） 

  ［収集運搬］普通・特管・一部積替え保管含む 

  ［中間処理］破砕・圧縮／梱包・溶融固化 

                     粗大ごみ片付け等の代行業務 

 

産業廃棄物・一般廃棄物の収集運搬及び処分業の許可一覧 

mailto:yuki-kasuga@shinshu-wasteco.com
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台数 車両名 型式 積載量 

1 ヒヤブ ＰＢ－ＭＫ３６Ａ ２１００Ｋｇ 

2 ユニック ２ＲＧ－ＦＳＲ９０Ｓ２ ４６５０Ｋｇ 

3 デュトロ ＢＪＧ－ＸＫＵ４１４Ｍ ２０００Ｋｇ 

4 バン(軽) ＥＢＤ－ＤＧ６４Ｖ ３５０Ｋｇ 

5 塵芥車 ＳＫＧ－ＴＳＲ９０Ｓ２ ４０５０Ｋｇ 

6 バン(ﾀｲﾀﾝ) ＫＲ－ＳＫＦ６Ｍ  １５００Ｋｇ 

7 バン(ｴﾙﾌ) ＴＰＧ－ＮＪＳ８５ＡＮ １４５０Ｋｇ 

8 バン(ｴﾙﾌ) ＴＰＲ－ＮＪＳ８５ＡＮ １４５０Ｋｇ 

9 ユニック ２ＲＣ－ＦＳＲ９０Ｓ２ ４６５０Ｋｇ 

車両の種類と台数 

積替え又は保管を行う全ての場所の所在地及び面積並びに当該場所毎の積替え又は保管を行う

廃棄物の種類 
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 ①本社 ②箕輪工場 

法人設立年月日 平成元年 5 月 1 日 

資本金 1,000 万円 

売上高 296 百万円 

受託した廃棄物の収集運搬量 4,003.89t ***** 

受託した産業廃棄物の中間処分量 1,412.74t 977.27t 

受託した一般廃棄物の中間処分量 ***** 1,129.04t 

従業員数 
12 名 

(内パート 2 名) 

8 名 

(内パート 3 名) 

事業所床面積 507 ㎡ 1800 ㎡ 

車両保管台数 10 台 ***** 

産業廃棄物収集運搬許可取得件数 5 自治体 

特別管理産業廃棄物収集運搬許可件数 2 自治体 

一般廃棄物収集運搬許可取得件数 11 市町村 

一般廃棄物処分業許可 2 自治体(伊那市・箕輪町) 

一般廃棄物処理施設許可 1 自治体(長野県) 

廃棄物の圧縮・結束能力 11.52t/日 
6t/日(一廃産廃併用) 

4t/日(一廃専用) 

廃棄物の破砕能力 

4.8t/日(廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類) 

4.0t/日(木屑) 

2.4t/日(がれき類) 

2.4t/日(金属屑) 

2.4t/日(ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘ及び陶磁器くず) 

4.8t/日 

廃棄物の粉砕能力 ***** 4.8t/日 

廃棄物の溶融固化能力 ***** 
0.16t/日(1 台) 

0.48t/日(1 台) 

廃棄物処理料金 
廃棄物の種類･量により計算致します。当社までご連絡下さ

い。無料にてお見積もりします。 

 許可行政庁 長野県 他府県 ﾘｻｲｸﾙして

いるもの 廃棄物の種類 収運 積保 中間 最終 収運 中間 最終 

取
り
扱
う
産
業
廃
棄
物 

燃え殻 ○ ○       

汚泥(無機性のもの) ○ ○   ○   ○ 

廃油 ○ ○   ○   ○ 

廃プラスチック類 ○ ○ ○  ○   ○ 

木くず ○ ○ ○  ○   ○ 

ゴムくず ○ ○       

金属くず ○ ○ ○  ○   ○ 

ｶﾞﾗｽ陶磁器屑･ｺﾝｸﾘｰﾄ屑 ○ ○ ○  ○   ○ 

がれき類 ○ ○ ○  ○   ○ 

汚泥(有機性のもの) ○       ○ 

植物性残渣 ○       ○ 

感染性廃棄物 ◎        

廃蛍光管･ﾊﾞｯﾃﾘｰ･乾電池 ◎    ◎   ○ 

許可業種並びに種類(◎は特別管理廃棄物) 

事業規模他 
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処理工程図 
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職名 部署 主な役割 

代表取締役社長 共通 

・環境方針の策定 

・環境管理責任者の任命、権限の授与 

・各人の役割、責任、権限の決定と周知 

・全体の評価と見直し 

環境管理理責任者 共通 
・環境経営システムの構築・実施・維持、状況の代表者への報告 

・エコアクション 21 の推進全般 

現場責任者 
本社 ・エコアクション 21 の処理工程の推進、責任。 

・パートさんへの伝達と実施管理。 箕輪 

現場従業員 
本社 

・エコアクション 21 の推進、実施 箕輪 

営 業 共通 

ＥＡ21 事務局 共通 ・エコアクション 21 の取り組み記録管理 

 

  

代表取締役社長

環境管理責任者

《本社》現場責任者

《本社》現場従業員

10名

(本社･箕輪)営業 1名

(本社･箕輪)事務 1名

（本社事務）パート1名

《箕輪工場》現場責任者

《箕輪》現場従業員

2名

《箕輪》パート3名

ＥＡ21事務局(環境管理責任者兼任)

環境管理体制 
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環境目標を下記の数値としました。本年度の結果は下記の通りです。 

 

 

上記の、目標達成を目指し、各対象工場に於いて 2021 年の目標と計画を設定し、活動を行ってきました。 

[二酸化炭素排出量削減] 

本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

軽油使用料の削減 
本社 22.877Kg-CO2/t 

達 成 率

97.78％ 22.369Kg-CO2/t 

エコドライブ 

車両の管理 

運搬ルートの見直し 

  
 

  

給油毎の燃費計算による燃費向上意識や、効率化会議での話合いによる

ルートの見直しにより削減に努めてきた。 

 
達成率 97.78%とあとわずか目標を達成することができなかった。工場内

重機が軽油になったこと、処理量を増やしフォークリフトの使用が頻繁

になったことで使用量が増加した。 
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本社軽油使用量
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環 境 目 標  2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度目標 

二酸化炭素総排出量 
実績 92798.075 

㎏-CO2 

105986.747 

㎏-CO2 

119532.201 

㎏-CO2 
 

二酸化炭素排出量の削減 目標 17.46Kg-CO2/t 17.48Kg-CO2/t 18.003Kg-CO2/t 19.531 ㎏-CO2/t 

実績 17.48 ㎏-CO2/t 18.003 ㎏-CO2/t 19.531 ㎏-CO2/t  

廃棄物排出量の削減 目標 0.22kg/t 0.147kg/t 0.074kg/t 0.074kg/t 

実績 0.147 ㎏/t 0.074 ㎏/t 0.074 ㎏/t  

埋立処分量の削減 
(再資源化促進) 

目標 3％ 5％ 10.00％ 11.00％ 

実績 5.00％ 10.00％ 11.00％  

水使用量の削減 目標 0.010ｍ3/t 0.012ｍ3/t 0.015ｍ3/t 0.016ｍ3/t 

実績 0.012ｍ3/t 0.015ｍ3/t 0.016ｍ3/t  

グリーン購入 目標 80％台 80％台 80％台 80％台 

実績 62％ 89％ 59％  

環境活動計画と取り組み 

環境目標と実績 

2021年度環境活動計画と取り組み 
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本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

電力使用料の削減 
本社 7.093Kg-CO2/t 

達成率

95.26％ 6.757Kg-CO2/t 

プレス機の生産性の向上 

エアコン使用管理 

  
 

電力会社 

中部電力 2016年度 

二酸化炭素排出係数 

0.485㎏-CO2/Kwh 

中間処理の効率向上、事務所内のエアコン使用を意識し取り組んできま

した。 

 
目標を達成することができなかった。箕輪工場から処理物を多く受け入

れることでプレス機の稼働率が上がり、使用量増加につながった。 

電力使用料の削減 
箕輪 29.18Kwh/t 

達成率

106.23％ 31Kwh/t 

照明器具の使用制限 

機械稼働率向上 

  

各機械の稼働目標値を定め、作業の効率化による削減に取り組んできま

した。またホワイトボードを利用し進捗状況を確認出来るグラフを作り

現場作業員全員の意識向上に努めました。 

 
目標達成することができた。本社工場での処理量を増やしてことで、機

械の稼働時間が減少し、電力削減につながった。 

 

 ※箕輪工場は CO2排出ゼロの電力を使用しています。 
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[廃棄物排出量の削減] 

本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

自社排出廃棄物の削減    

0.062Kg/t 本社 0.081Kg/t 達成率

76％ 

0.093Kg/t 箕輪 0.074Kg/t 達成率

152.44％ 

再利用の推進 

紙類の分別を徹底。 

 

紙(裏紙・封筒)やビニール袋等、再使用出来るものは使用し、メモ用紙

を始め、ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰを除く紙類は可燃にしない様に分別した。 

個人ゴミは会社に捨てないようにした。 

スタッフが増えていくなかで自社廃棄量が増えていくことはある程度

仕方がない。しかし、廃棄量をしっかり計測できていない場面も多々見

受けられる。その点は来期の課題として取り組んでいく。 

    
     

[再資源化促進] 

本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

埋立処分量の削減 
本社 19.00％ × 

18％以内 

分別の徹底 

分別方法等の情報共有 

ここ数年スタッフの入れ替えが激しく、満足に分別教育がおこなえな

かった。スタッフが安定しつつあるなか今後に期待したい。 

ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ率の向上 
箕輪 43％ × 

50％ 

リサイクル可能品目樹脂や 

分別方法等の情報共有 

 

 

  
 

  
 

プラスチックリサイクル市場の状況が徐々に改善され、少しずつ廃棄物

として扱っていたものが有価物になるようになった。今後に期待した

い。 
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[水使用量の削減] 

本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

水使用量の削減 
本社 0.017ｍ3/t 

達成率

87.04％ 0.015ｍ3/t 

雨水利用(夏場の打ち水) 

洗車時の節水 

目標達成には至りませんでした。洗車や清掃をこまめにするようにな

り、少しずつ使用量が増加している。 

水使用量の削減 
箕輪 0.014ｍ3/t 

達成率

91.27％ 0.013ｍ3/t 

雨水利用(溶融機用冷水) 

生活用水の削減 

洗車時の節水 

目標達成には至りませんでした。もともと少ない量ではありますが、

引き続き意識を高く持ち続けます。 

    
     

[グリーン購入促進] 

本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

80％台 全社 59％ × 

グリーン購入対象商品の推進 

(紙類・文具類) 

目標達成には至りませんでした。 

 
  

 

 

 

 

  

[循環型社会形成の為の取組] 

本年度の取組計画 対象 結果と評価 判定 

環境保全 全社 掃除と周辺掃除の習慣化定着 ◎ 

就業後の掃除と、出勤土曜日の周辺清掃はエコアクション 21 取り組み開始時から実施しており、全社員に定

着している。毎年参加している天竜川環境ピクニックは、コロナウィルスの影響で中止となりました。     

外部コミュニケーション 箕輪 工場見学の受入れ － 

今年度コロナウィルスの影響を鑑み、工場見学の受け入れはありませんでした。 

 

・その他循環型社会形成推進を目的とし、「キッズ ISO プログラム事業」に協賛。 

外部コミュニケーション 全社 職場体験受け入れ － 

コロナウィルスの影響で職場体験の受け入れはありませんでした。 

    

内部コミュニケーション 全社 全スタッフの知識・意識向上 ◎ 

今年度から毎月第一水曜日に全体朝礼を実施する取り組みを開始した。 

 

全社員月例会議及び朝礼：12 回／効率化会議兼エコアクション 21 報告会議：4 回／ 
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内部コミュニケーション 全社 緊急事態の訓練 ◎ 

・緊急事態訓練 

 2021 年 11 月 20 日 

 本社工場、箕輪工場合同 

 火災訓練 

 

   
 

  

   

 

（本社 箕輪合同） 

 8 月に発生した火災を受け、安全衛生部門を設立し、

安全衛生部門主導のもと、マッケンキャリアコンサル

タンツの岩下様を迎え、避難訓練をおこなった。 

実際の火災発生時に取る行動の流れを確認、火災発

生→避難→初期消火→責任者への連絡→避難指示→救

急処置、救急車手配→消防署へ連絡→初期消火中止判

断→避難。 

責任者の判断順位 

本社 小林社長→春日→小菅 

箕輪 小林社長→小松→久保田 

 

     

[本来業務の取組] 

本年度の取組計画 対象 実施項目 目標と実施結果 

進捗状況の見える化 
本社・箕輪 

(現場) 
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞの利用 

(本社) 

前年からの継続でホワイトボードを活用し状況の見

える化を図った。 

前年に引き続き作業の現状把握／一週間の予定／５

Ｓ(改善記録)に加え、週間パトロールの結果表も張

り付け、全員に共有し意識の向上を図った。また、

別のホワイトボードを追加し、分別必要品の入庫管

理をし、いつまでに作業を終えなくてはいけないか

を可視化し分かりやすくなり、工場内の保管量削減

につながった。      

 
    本社５Ｓ週間パトロール結果表 

(箕輪) 

ホワイトボードを利用し、ＰＤＣＡサイクルの徹底

を行ってきた。 

前年に引き続き機械の稼働記録をグラフにして、大

型プレスは一時間当たりの処理量、小型プレス機、

破砕機は一日あたりの処理量を掲示した。各機械の

稼働率や処理量を見える化したことで意識向上にも

つながり、より効率の良い作業へとつながった。ま

た、追加した５Ｓ活動用のホワイトボードも活用

し、活動の共有をおこなった。 
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営業車両の燃費向上 営業 燃費確認 

営業車両も給油毎、燃費を記入しエコドライブ等の

意識向上を図った。継続してエコドライブを心掛け

ていく。 

時間管理 総務 残業時間の見える化 
昨年に引き続き、売上に対する残業時間の対比をグ

ラフ化し共有してきた。 

整理整頓 総務 ５Ｓの徹底 
今年度も机の上、水回りは毎日リセットする事が出

来た。 今後も維持していく 

月次効率化会議と 

エコアクション会議 

本社・箕輪 

(現場) 

PDCA サイクルの

確立 

本社工場と箕輪工場の意思疎通を図る目的で予定し

ていたが、現場の人手不足が原因でほぼ会議を実施

することができなかった。 

５Ｓ活動 全社 整理整頓 

各工場重点項目として５Ｓ活動に取り組んできた。 

週一回の５Ｓパトロールも定着し、様々な改善につ

なげることができた。月一回の環境整備会議もおこ

なっており、より定着した活動になっている。 

 

 

 

 

環境関連法規の名称 
対象施設 

箕輪工場 本社 

水質汚濁防止法 ○ ○ 

循環型社会形成推進基本法 ○ ○ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○ ○ 

容器包装リサイクル法 ○ ○ 

グリーン購入法 ○ ○ 

廃棄物の適正な処理の確保に関する条例(長野県) ○ ○ 

家電リサイクル法 ******* ○ 

小型家電リサイクル法 ******* ○ 

水銀に関する水俣条約 ******* ○ 

騒音規制法 ○ ***** 

振動規制法 ○ ***** 

建築基準法 ○ ○ 

消防法 ○ ***** 

浄化槽法 ******* 〇 

フロン排出抑制法 ******* ○ 

定期的に環境管理責任者 春日祐樹が、当社に適用される環境関連法規のチェックを行い、現在及び過

去３年間違反等の問題はないことを確認致しました。 

 

2 0 2 2 年 3 月 3 1 日 

環 境 管 理 責 任 者  

春 日  祐 樹 

  

環境関連法規への違反・訴訟などの有無 
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本社も箕輪工場もともに 5S 活動を積極的に行い、またその行いが定着していることが非常にうま

くいっていると感じています。 

環境目標を達成できない要因は多岐にわたると思うが、回収量の増加や運搬距離の増加が大きな要

因になっていると思います。 

また、処理量が増えている（顧客数の増加）ことも電力使用量などに影響を与えていることかと思

います。 

今後は箕輪工場の増築などで使用電力の増加が考えられることなど次年度は一層の努力が必要にな

ると考えられます。 

 

2022 年 6 月 25 日 

代 表 取 締 役 

小 林 源 吾 
 

 

 

 

本社 

 
 

 

 

 

 

 

代表者による全体の評価と見直し 

2022年度の活動計画 
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箕輪 

 
 

2 0 2 2 年 4 月 3 0 日 

環 境 管 理 責 任 者 

春 日  祐 樹 
 


